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世界経済フォーラム（World Economic Forum：WEF） が 2023年 6 月、「The Global Gender Gap 

Report 2023」 を公表し、その中で、各国における男女格差を測るジェンダー・ギャップ指数（Gender 

Gap Index：GGI）を発表しました。この指数は、「経済」「教育」「健康」「政治」の４つの分野のデータか

ら作成され、０が完全不平等、１が完全平等を示しています。今回の調査では、男女が完全に平等な状態を

100％とした場合の全世界の達成率は 68.4％で、昨年度より 0.3 ポイントの改善が見られました。しか

し、今回の日本の総合スコアは 0.647、 順位は 146 か国中 125位（前回 146 か国中 116 位・前回総

合スコア 0.650）となり、過去最低の順位となりました。 前回と比べて、スコアは横ばいですが、順位が

わずかに後退しており、 主要先進国（G７）の中で最下位、アジア諸国の中でも ASEAN 諸国、韓国や中

国よりも順位を下回っています。 

日本は、「教育」の順位は 146 か国中 47位（前回 1 位）、 「健康」の順位は 146 か国中 59 位（前回

63 位）である一方、依然として「経済」及び「政治」における順位が低く、「経済」の順位は 146 か国中

123 位（前回 121位）、「政治」の順位は 146か国中 138 位（前回 139 位）となっています。日本に

おける政治・経済分野への女性参画の割合の低さは、早急に解決すべき課題です。 

 
 

 

（図）内閣府男女共同参画局 HP から抜粋 

 
（参考）世界経済フォーラム「Global Gender Gap Report 2023」 

https://www.weforum.org/reports/global-gender-gap-report-2023 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我が国の男女共同参画の現状は、いわゆる「M 字カーブ」の問題は解消に向かい、女性役員

数なども増加しているものの、国際的に見て立ち遅れています。特に、出産を契機に、女性が

非正規雇用化する、いわゆる「L 字カーブ」（図 1）の存在に象徴されるように、様々なライ

フイベントに当たりキャリア形成との二者択一を迫られるのは多くが女性であり、その背景に

は、長時間労働を中心とした労働慣行や女性への家事・育児等の無償労働時間の偏り、それら

の根底にある固定的な性別役割分担意識など、構造的な課題が存在します。こうした構造的な

課題の解消に向けては、従来よりも踏み込んだ施策を講じることが不可欠であり、女性活躍の

機運醸成、キャリア形成を支える環境づくりを両輪で進めていく必要があります。 

 

このため、「女性版骨太の方針 2023」では、 

Ⅰ 女性活躍と経済成長の好循環の実現に向けた取組の推進 

Ⅱ 女性の所得向上・経済的自立に向けた取組の強化 

Ⅲ 女性が尊厳と誇りを持って生きられる社会の実現 

という 3 つの重点事項に基づき、具体策を取りまとめられました。 

 詳しくは，下のリンク集からご覧ください。 

 

 

内閣府男女共同参画局「共同参画」7 月号より抜粋 

令和 5 年６月 13 日に、全閣僚からなる「すべての女性が輝く社会づくり本部・男女共同参

画推進本部合同会議」が開催され、「女性版骨太の方針 2023」が政府決定されました。 

 

  

我が国では、5 年に 1 度、施策の基本的な方向性や成果目標などを示す「男女共同参画基本

計画」を策定するとともに、毎年 6 月を目途に、政府全体として当該年度及び翌年度に重点的

に取り組む事項を「女性版骨太の方針（女性活躍・男女共同参画の重点方針）」として決定され

ています。 

 

 

（図１） 

基本的な考え方 

「女性版骨太の方針」について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣府・文部科学省・科学技術振興機構（JST）・

経済産業省では、女子中高生等の理工系分野への進

路選択を応援する取組の一環として、2017 年より

「理系選択の未来」を知っていただくシンポジウム

を企画・実施しています。 

今年度は昨年度に引き続き、ウェブ上でメッセー

ジ動画が公開されました。基調講演をはじめ、理系

分野で活躍する 6名の講師の皆様が、自身が中高生

だった頃のことや、現在の仕事内容、進路選択を迷

われている女子中高生の皆様へのメッセージなど、

経験談を交え、理系の未来を分かりやすく伝えてい

ます。この機会にぜひ理系の素敵な未来をのぞいて

みませんか。動画は男女共同参画局公式 Youtube

に掲載しており、お好きなタイミングで視聴できま

す。（画像は基調講演の講師、山形大学学術研究院

（地域教育文化学部担当）教授の河野銀子様です） 

 

詳細は特設ページをご覧ください。 

https://www.gender.go.jp/c-challenge/ 

video/seminar_202307.html 

 

 

 本市では現在、平成 28年に策定した個別計画「第２次鈴鹿市男女共同参画基本計画（以下、「第

２次基本計画」）」に基づいて男女共同参画事業を行っています。この第２次基本計画の計画期間は

平成 28 年～令和５年の８年間であり、今年度が計画の最終年度となります。 

令和６年４月から「第３次鈴鹿市男女共同参画基本計画（以下、「第３次基本計画」）」を実施する

にあたり、現在、男女共同参画課では基本計画及び実施計画について素案の策定に取り組んでいま

す。今後、庁内ワーキンググループや、推進本部会議を経て、審議会に素案の方向性等を諮る予定

です。また、初冬に市民参画としてパブリックコメントを実施します。準備ができ次第、広報すず

かや本通信にてご案内いたしますので、ぜひご意見をお寄せいただきますようお願いいたします。 

現在、総合政策課において次期鈴鹿市

総合計画の基本構想（素案）への意見募

集を行っています。 

詳しくは広報すずか７月 20 日号 

又は市公式 YouTube 

を御覧ください。 

市公式 YouYube 

QR コード→ 

８月～１０月 庁内・審議会で素案の作成 

 

１１月 パブリックコメント（意見募集）実施 

 

１２月～２月 パブリックコメントの反映を庁内・審議会で諮る 

 

３月 公表 

【第３次基本計画 策定スケジュール（予定）】 

 

 
意見募集 

 します！ 
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・女性の相談員が対応します。 

・相談は無料です。 

・相談内容などの秘密は厳守します。 

・必要に応じ、面接相談、市役所担当課等をご案内します。 

・話し中の場合は、時間をおいておかけ直しください。 

 

059-381－3118（直通） 
相談日：毎週火・木・金曜日 

（第 4金曜日・休館日を除く） 

時 間 10：00～12：00（午前） 

13：00～16：00（午後）  

〇：相談日 

 

森林には、きれいな水を貯える機能や地球温暖化

の防止、県土の保全、癒しや健康増進など、私たち

が健康で快適な生活を送るために欠かすことのでき

ない大切な働きがあります。 

しかし、山村地域の過疎化や林業の不振などによ

り手入れが不足した荒廃森林が増えています。異常

気象が増加していることも考え合わせると、自然災

害の発生リスクが高まっていると考えられるため、

木材を積極的に利用して，森林整備に繋げることが

必要です。 

そこで三重県が平成 26 年から導入している「災

害に強い森林づくり」と「県民全体で森林を支える

社会づくり」を進めるための「みえ森と緑の県民

税」を活用し，木製おもちゃを購入しました。 

こどもの部屋にございますので、ぜひ一度お手に

とって木の温かみを感じてみてください。 

 
（左から）くるま、とり、うさぎのブーブー 

 

（左から）積み木、サイコロパズル、9 個型絵合わせパズル 

 

 


